
施設利用料

使　用　料
施設の区分 午前９時から

正午まで
午後１時から
午後５時まで

午後６時から
午後10時まで

午前９時から
午後10時まで

研 修 室（１）

研 修 室（２）

和 室 （１）

和 室 （２）

和 室 （３）

調 理 室

講 堂

1,540円

1,540円

770円

770円

770円

880円

3,850円

2,090円

2,090円

990円

990円

990円

1,100円

5,170円

2,420円

2,420円

1,210円

1,210円

1,210円

1,320円

6,160円

4,840円

4,840円

2,420円

2,420円

2,420円

2,640円

12,100円

設備等使用料

使用料使用単位設備等の種別

マイクロフォン（スタンド付）

ワイヤレスマイクロフォン

ポ ー タ ブ ル ア ン プ

カ セ ット テ ープ デ ッ キ

ミニディスクプレーヤー

デジタルビデオディスクプレーヤー

ビデオプロジェクター（移動式）

１ 組 １ 回

１ 組 １ 回

１ 台 １ 回

１ 台 １ 回

１ 台 １ 回

１ 台 １ 回

１ 台 １ 回

110円

660円

440円

440円

440円

440円

660円

ピ ア ノ １ 台 １ 回 660円

持 込 電 気 機 器 １キロワットにつき 110円

いわき市
つくりたい　豊かな明日、伝えたい　誇れるいわき。
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ご利用料金施設概要・アクセス

名 称
着 工
竣 工
構 造
敷 地 面 積
建物床面積
駐 車 場

／
／
／
／
／
／
／

いわき市地域防災交流センター久之浜・大久ふれあい館
平成26年9月1日
平成28年2月29日
鉄筋コンクリート造　地上3階・塔屋1階
約2,741.58㎡
約2,207.39㎡
25台

いわき市地域防災交流センター

久之浜・大久ふれあい館
（久之浜公民館）

TEL0246-82-2165

久之浜・大久支所
TEL0246-82-2111

開 館 時 間
休 館 日

使 用 申 込

／
／

／

AM9:00～PM10:00
毎月第3月曜日（祝日の場合はその後最も近い平日）
12月29日～1月3日
使用する2ヶ月前から前日まで

開 庁 時 間
閉 庁 日

／
／
AM8:30～PM5:15
土、日、祝日、12月29日～1月3日
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（１） 

（２） 

「１回」とは、１施設使用料の表に掲げる時間区分内における使用をいう。
ただし、午前９時から午後10時までの時間区分内における使用は、３回とする。
持込電気機器に係る使用料の算定は、当該持込電気機器に表示する消費電力量に基づき
行うものとし、消費電力量が１キロワット未満のときはこれを１キロワットとし、
消費電力量に１キロワット未満の端数があるときはその端数を１キロワットとする。

＜備　考＞

〒97９-0３３３　福島県いわき市久之浜町久之浜字中町32番地
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地域防災交流センター
久之浜・大久ふれあい館



整備概要、施設の機能、館内平面図、津波避難について

北側駐車場又は南側防災広場を介し入館し、階段を上って
屋上へ避難してください。
緑色の矢印が避難動線です。

外部避難者との交錯が無いように、注意しながら階段を上って
屋上へ避難してください。
オレンジ色の矢印が避難動線です。

整備概要

施設の機能

プロローグ

　震災時の久之浜・大久の写真を展示しています。また、「東日本大震災の久
之浜・大久地区の皆さんの声」を展示し、人との気持ちの交流を感じていた
だきます。

概要

　久之浜・大久地区の防災力の向上を図るには、本施設の整備などハード
事業とあわせて、地域住民の防災意識の向上や、防災訓練、避難訓練の実施
など、ソフト事業を強化していく必要があることから、震災の経験・記憶・教訓
を後世に伝え、防災意識の向上を図り、地域防災力の強化に資するため、防
災まちづくり資料室を整備することとしました。

久之浜・大久地区の津波被害

　津波の被害状況を写真や映像で展示する他、津波の遡上状況をマップに
したものを展示しています。

被災の生活

　被災した後の久之浜・大久地区の人々の生活などを、避難所のレプリカな
どを通し感じていただきながら、被災の際はどんなことが大変なのかや、日
頃の備えまでを考えていただきます。併せて、震災からのいわき市の動きを
展示しています。

災害に備え命を守るために

　災害の際に、どう命を守るかを久之浜・大久地区のハザ一ドマップの展示
（避難に関しディスカッションできるようなハザードマップテーブル仕様）や
市で行っている防災メール配信サービスの資料などで理解しながら、今後の
災害への備えを考えていただきます。

震災資料

　展示された写真などの資料以外の写真などをファイリング・アーカイブ化
し、来館者の方々に閲覧していただきます。

　東日本大震災により甚大な被害を受けた久之浜・大久地区におい
ては、震災の教訓を踏まえ、海岸・河川の津波防災対策のほか、避難の
徹底等を通した多重防御による「減災」の考え方を津波防御の基本と
しておりますが、本施設は、津波浸水予想地域内において、地域住民
等が緊急避難することができる津波避難ビル  として整備しました。
 なお、施設整備にあたっては、久之浜・大久支所が有する災害時の防
災拠点機能及び久之浜公民館が有するまちづくり活動拠点機能を一
体化・集約化した久之浜・大久地区の防災拠点施設としました。
※ 津波発生時、高台までの避難に十分な時間が確保できない場合に緊急避難する施設

屋上

３Ｆ２Ｆ

・ 施設（研修室・和室・調理室・講堂）の貸し出し
・ 施設を活用した各種市民活動及び地域コミュニティの形成支援
・ 防災まちづくり資料室における震災の記録や津波ハザードマップ等展示
・ 防災訓練（津波避難訓練）等の実施

・ 津波災害時の避難スペースの提供（研修室及び和室等⇒避難スペース）
・ 非常用発電設備、防災倉庫（備蓄品及び資機材等）
・ 防災拠点として災害対策本部の設置

１Ｆ

防災倉庫

防災広場

講堂

支所

公民館

講堂

支所・公民館窓口

和室イメージ

研修室イメージ

自動ドア
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北

北
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東日本大震災の久之浜・大久地区の被害状況
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閉館時は、第一避難者が緊急避難進入口を破壊し
ドアを開錠後、外部避難者を建物内に誘導する。
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